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広島大学大学院教育学研究科教育人間科学専攻（博士課程後期）では、平成 19 年 9 月






 平成 22 年 3 月に同プログラムが終了した後、これまでの 3 年間にわたる活動を更に発展
させる形で引き継いだのが、「教職課程担当教員養成プログラム」（以下、「教職 P 」と
略記）である。新たな名称とともに開始された「教職 P」は、現在 6 年目を迎えている。
平成 27 年度「教職 P」の受講者は 11 名（博士課程後期院生）である。 









実施時期 実施先 実施科目 実習生（学年） 
5 月  25 日（月） 広島大学 道徳教育指導法 安喰 勇平（D2） 
相馬 宗胤（D2） 
6 月  18 日（水） 広島文教女子大学 幼児教育課程論 久恒 拓也（D3） 
7 月 13 日（月） 広島文化学園大学 教育制度 張  磊 （D3） 
 
教壇実習は、履修生 1 名に対して、教員が 3～4 名（指導教員 1 名、教育指導を担当す
る TA 指導教員 2～3 名）で指導にあたる。履修生は、教壇実習をする予定の授業の TA を
しながら、日頃の授業の様子や内容を把握し、指導教員の助言を受けながら教壇実習の準
















される。今年度は、第 6 期生として 2 名の修了生が誕生した。 
 
 このように、単発的ではなく 3 年間をかけて、教員養成に関する知識を身につけ、継続
的にプラクティカムとリフレクションを行いながら、個々の授業哲学を練り上げていく、

















科紀要 第三部』第 64 号に掲載済）。その研究成果の一部を本報告書にも掲載している。ま
た、今年度は、第 22 回大学教育研究フォーラム（於 京都大学）においても研究成果発表



















における博士課程後期 1 年次生の取組み報告 
 
    山田 直之 
     （広島大学大学院・D1） 
 
１．報告の手順と目的 





 両授業での取組みを反省的に報告することで、博士課程後期 2 年次、3 年次で取組むプ
ログラム内容と、両授業との関係がより明確になれば幸いである。 
 






































































































































系）の学生を対象とするものである。3 年次生以上が受講可能。時間割は、月曜日の 1 限
目～4 限目（8:45~12:00）。シラバスに記載されている授業の目標は、「生徒の道徳性の涵
養は教育課程の一領域にとどまらず、ある意味で学校教育の中核に位置する事柄である。










科書として、丸山恭司編『教師教育講座 第 7 巻 道徳教育指導論』（協同出版、2014 年）
を使用している。 





受講登録者は 181 名で、その大半が 3 年次生である。専攻の内訳は、第二類（科学文化
教育系）が 105 名、第三類（言語文化教育系）が 75 名、そして教育学研究科（博士課程










（１）日時    2015 年 5 月 25 日（月）8:45～12:00（途中休憩あり） 




























































展開 時間 担当者 内容 
先生の導入 20 丸山先生 
・先週のフィードバック 
・試験の説明 
講義 45 安喰 ・ケースの主題「道徳と科学」について講義（第 3章） 







休憩 7     



















































































































































度を育てるよう努めること」（文部科学省「中学校 特別の教科 道徳 一部改正学習指導










































































































































































































































































































































































































































































































第 1 回 道徳・規範・社会 
①道徳の語義 ②内省としての道徳 ③現代社会における道徳教育の課題 
 22 
 
第 2 回 道徳教育に期待するということ 
①道徳教育に対する期待 ②道徳教育の強制と他者支配の暴力 ③善意の罠に陥らな
いために 
第 3 回 道徳の諸科学 
①道徳と科学 ②デュルケーム教育思想と「科学」 
第 4 回 道徳性の発達 
①道徳性発達に関する諸説 ②道徳性発達に関する諸説の課題と展望 
第 5 回 市民性育成としての道徳教育 1 
①話し合いの方法・手順 ②話し合い能力の発達段階 ③発達段階に応じた話し合いの
指導 
第 6 回 市民性育成としての道徳教育 2 
①話し合いの難しさ ②話し合い指導の技法 
第 7 回 西洋における道徳教育の歴史 
①道徳に対する問いの発生 ②近代化と道徳 
第 8 回 日本における道徳教育の歴史 
①近世以前の道徳教育 ②近代の道徳教育 ③現代の道徳教育 
第 9 回 学校における道徳教育 1 
①学校における道徳教育のしくみ ②道徳教育の目標 ③道徳教育における評価 
第 10 回 学校における道徳教育 2 
①学校における道徳教育の指導体制 ②道徳教育の計画 
第 11 回 道徳教育の内容項目 
①学習指導要領における生命尊重 ②「食」から考える「いのち」 
第 12 回 道徳授業の方法 1 
①道徳授業の類型 ②「価値明確化」の道徳授業 ③モラルジレンマ授業 
第 13 回 道徳授業の方法 2 
①道徳授業のねらい ②効果的な道徳授業の実践 
第 14 回 中学校における道徳授業の実際 1 
①中学校の道徳の時間の特徴 ②授業における発問の意義 

























兵（同）、松田充（同）の 3 名である。これに加え、教職 P 運営者の中居も同行した。視
察の日程と授業概要については、以下の通りである。 
 
◆日程：2015 年 12 月 17 日（木）日帰り 
 11:00 JR 東広島駅 集合（新幹線にて京都へ移動） 
 14:20 京大正門前到着 
 15:00-16:00 京都大学高等教育開発推進センター准教授 田口 真奈氏との意見交換 
 16:00-  プレ FD 授業準備 
 16:30-18:00 プレ FD 授業参観 
 18:10-19:10 プレ FD 授業後検討会 
 19:20 京大正門前出発（新幹線にて東広島へ移動） 
 22:30 JR 東広島駅 解散 
 
◆授業概要 











































 話題はプレ FD にとどまらず、TA の授業での役割といった話にも及んだ。広島大学は
2016 年度から TA の階層制度を導入するが、このような取組みは筑波大学も行っているそ
うである。京都大学での TA の役割をお尋ねしたところ、「コンソでは TA は使っていない」
とのご回答をいただいた。関西大学の SA 制度などは上手く機能しているとのことであっ































































































































































本研究グループは、平成 26 年度の教職 P の課題研究の一つとして、境愛一郎・相馬宗
胤（2015）によって行われた「教職課程担当教員としての意識形成プロセスに関する質的



















































































































































島大学大学院教育学研究科紀要 第三部』64: 37–46． 
境愛一郎・相馬宗胤，2015，「教職課程担当教員としての意識形成プロセスに関する質的
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  久恒 拓也1（広島大学大学院・D3） 































                                                 
1 同大学大学院教育学研究科博士課程後期 3 年生。執筆担当箇所は、はじめに、１、２、５、おわりに。 
2 同大学大学院教育学研究科博士課程後期 3 年生。執筆担当箇所は３。 










持っているからである。Ａ先生の広島大学勤続年数は 25 年、Ｂ先生のそれは 12年である。 
インタビューは半構造化して行なった。事前に質問項目を対象者に送り、当日はそれへ


































































































































































































































































































































































































































































































                                                 
1 「教職課程担当教員養成プログラム」http://home.hiroshima-u.ac.jp/kyo2/Ed.Dprogram/（2016 年 2
月 29 日最終閲覧）。 
2 広島大学大学院教育学研究科教職課程担当教員養成プログラム『平成 24 年度 教職課程担当教員養成プ
ログラム報告書 博士課程学生がすすめる〈FD〉』2013 年 3 月、など。なお、平成 23 年度以降の活動
報告書は広島大学学術情報リポジトリにおいて公開されている。 
3 境愛一郎ほか「教職課程担当教員養成プログラムのめざすもの プレ FD としての独自性と課題」広島
大学大学院教育学研究科教職課程担当教員養成プログラム『平成 25 年度教職課程担当教員養成プログラ
ム報告書 先生を育てる先生として育つ』2014 年 3 月、pp. 21-22。 
4 黒木貴人ほか「教職課程担当教員養成プログラムにおける「育てたい教師像」」広島大学大学院教育学
研究科教職課程担当教員養成プログラム『平成 25 年度教職課程担当教員養成プログラム報告書 先生を
育てる先生として育つ』2014 年 3 月、pp. 3-19。 
5 久恒拓也「教師教育者を目指す大学院生に必要な授業実践の模索」広島大学大学院教育学研究科教職課
程担当教員養成プログラム『平成 26 年度教職課程担当教員養成プログラム報告書』2015 年 6 月、pp. 29-42。 
6 境愛一郎・相馬宗胤「教職課程担当教員としての意識形成プロセスに関する質的研究」広島大学大学院
教育学研究科教職課程担当教員養成プログラム『平成 26 年度教職課程担当教員養成プログラム報告書』
2015 年 6 月、pp. 4-15。 
7 前半は教員養成の歴史や現状について学ぶ回、後半は履修生が教職科目のシラバス（対象大学は問わな












































平成 27 年度 教職課程担当教員養成プログラム報告書 
 







第 64 号に掲載された成果の一部である。 
 
 
 
 
 
